
















































Wakayama Medical University 

助産学専攻科修了生メッセ ー ジI 財］産者さ専迂文矛斗

助産学専攻科修了生からのメッセ ー ジ

助産師 中西百萌さん
（令和6年度修了生）

和歌山県立医科大学附属病院勤務1年目

助産学専攻科の1年間を振り返ると、今までで1番密度の濃い、充実した日々だったと感じます。講
義内容が専門的で理解が追いつかないことや 課題の多さに苦戦することが多く、想像以上に大変でした。
それでも、仲間と切磋琢磨して、一つひとつ乗り越えることができたと思います。

演習では、技術を習得するために繰り返し練習を行いました。4名の先生方が個別性に合った指導を
してくださるため、課題を明確にしながら取り組むことができました。9月～12月上旬には助産学実習 ・

助産管理実習があります。主体的 ・ 積極的な学びが必要であり、自分の
知識や技術が追いつかず、挫折することもありました。先生方や指導者
さんからご助言をいただき、できることが少しでも増えたときはとても
嬉しかったです。実習で関わらせていただいた方からの「あなたがいて
くれて良かった」「ありがとう」という言葉や産まれてきた赤ちゃんが
元気に成長していく姿を見て、より助産師になりたいと思うようになり
ました。この学びや経験を活かし、出会った仲間を大切に、これからも
努力していきたいと思います。

助産師を目指す皆様の入学を応援しています。

助産師 沖 奈央さん 和歌山県立医科大学附属病院勤務7年目
（　　30年度修了生）
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和歌山県立医科大学附属病院で助産師として勤務しています。助産学
専攻科で過ごした1年を振り返ると、私の人生の中で一番濃い時間だっ
たと思います。助産師という同じ夢を持った仲間と助け合い、日々の課
題や演習を乗り越えました。熱心に指導してくださる先生方に支えられ
毎日を遅ごしました。3か月間の助産学実習は、受け持ちの妊産褥婦さ
んや臨床指導者の方から多くのことを学ばせていただきました。この学
びは、私が今助産師として働く上で基礎になっています。

和歌山県立医科大学附属病院は和歌山県で唯一の総合周産期医療セン
タ ーです。母体胎児集中治療室(MFICU)や新生児集中治療室(NICU)

を併設し、ハイリスク妊産婦を受け入れています。当院で勤務する助産師は瞬時に遼切な助産診断を行う
能力が求められます。緊張感のある場面もありますが、無事に赤ちゃんが生まれ、担当したお母様方から
感湖の言葉をいただくとき、助産師としてのやりがいを感じます。

貴重な出産の場に立ち会わせていただくことができる助産師は、とても魅力のある職業だと思います。
ぜひ素敵な助産師になれるよう頑張つてください。応援しています。

助産学専攻科修了後の主な就職先
●和歌山県立医科大学附属病院
●紀南病院
●ひだか病院
●和歌山ろうさい病院
●大阪大学医学部附属病院
●大阪公立大学医学部附属病院
●大阪市立総合医療センタ ー

●大阪母子医療センタ ー

●大阪ろうさい病院
●淀川キリスト教病院
●愛染橋病院
●京都大学医学部附属病院
●加古）1|中央市民病院
●岡山医療センタ ー
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